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の
た
か
に
利
用
さ
れ
-て
い
る
数
字
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
の
樊
状
に 

二 

ま
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：
が
';き
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し
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;
.
.
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、
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.
関
す
る
も
の
.で
あ
る
.0 

..

こ
れ
を
わ
.が'..
国
の

.現
状
に
関
す
る
数
字
に
移
し
.か
え 

1

本
月
吾
‘よ
り
四
力
月
に
'わ
た
：っ
て
、.わ
が
国
の
経
'済
統
計
資
料
.に：つ
い

て

.る
と̂
一
は
、
本
書
を
教
科
書
と
し
て
利
用
す
る
上
に
、
甚
だ
有
益
で
あ
ろ
ぅ
。

.
の
入
門
的
な
.懈
腐
を
速
載
す
る
.予定
で
.あ
る
。
こ
の
资
だ
て
は
、
本
大
学
経
済

 

同
時
に
、
.こ
の
解
説
は
単
に
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
の
教
科
魯
の
.た
め
の
資
料
を 

一
学
部
の
第
_1学
年
に
お
い
て
経
済
学
の
教
科
書
と
し
て
、
ナ
ム
.
エ
ル
ソ
ン
の
-'
:取
り
取
ぅ
ば
か
り
で
な
く
、
.
あ
わ
せ
て
わ
が
国
の
経
済
の
実
態
に
関
す
る
一

パ
 

•'•■
•..Ecoilolrdcs，. an introductory.analysis 

2を
本
年
度
.よ
り

用

'.
:般
的
知
識
を
学
生
諸
君
の
參
考
に
供
す
る
こ
と
を
併
せ
ね
ら
っ
て
い
る
。

-

‘ 

.
|い
る
に
さ
い
し
て
、.同
書
中
に
述
べ
_ら
れ
て
_い
る
ア
メ
リ
ヵ
経
済
の
統
計
資'
.
解
説
の
予
定
は
つ
ぎ
の
と
お
り.であ
.る。

,

I.

料
を
わ
が
国
の
実
状
に
引
移
し
て
、
赛

学

..の
理
解
を
助
け
よ
ぅ
と
す
る
趣
.
社
村
江
，太

郎

.第
一
章
丨
第
四
章
：
：•
•
人
口

.•家
計
等

^̂

|

旨
に
基
づ
；べ
も0

で

|
.°

猶
来
の
経
済
理
論
の
灕
義
は
や
.や

も

す

れ

ば

純
,,
:

f

岡
ニ
'：即
，
第
：五
.

章…

'

…

.

.

…
…

…
…

：
：
企

.業

o

七

月
号) 

;
遞
論
的
な
問
題
の
襯
明
に
終
始
し
、
実
際
の
経
済
現
象
の
理
解
と
、経

済

適

論

べ
.
:村井
：俊
：雄

:.、

'
,
/

■
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.

す：
.
.
.
.：
.
.
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.
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q
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i . Q

著
作
は
、
農
富
な
齄
済
的
事
実.の
引
用
や
例
証
を
備
え.てお
：
？
て
、
純
理
論
' 

.'
'飯
田，

.'
 
鼎

第

八

、
九
章……

…
…
…

労
働
：問

題(

九
月
号
>
.

1

.的
な
法
則
を
苹
易
に
か
っ
実
際
的
に
理
解
せ
し
め
ノ̂-
時
に
経
済
問
題
の
観'.
:鈴
.木
誠 
一：
'篇

十

章

■国
民

所

#
X 

' 

,

一
察
を
深
め
る
こ
!̂
に
.成
功
し
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い
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よ
ぅ
に
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し
そ
9|著
作
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総 数 0〜:L4歳 15〜59歳卜0歳以上 不詳*

大正9年
千人

55,391
千入' 

20,202
千人 

80,682
千人

; 4,557
{

14 59,179 21,700 32,927 *4,545
昭和5年 68,872 23,350 35,787 4,736

10 68,662 25,310 38,253 5,099
15* 72,601 26,135 40,744 5,621 1.0
19 72,474 27,357 39,175 6,942
20 71,998 26,758 39,472 5,768
21 73,114 26,418 40,964 5,732
22 78,101 27,573 44,674 5,854
25 83,200 29,428 47,353 6,413 4.7

o

テ
ク
ス
ト
で
資
料
に
直
接
の
関
係
：を
も
つ
の
は「

第
ー
，ー
章
0
項」

の
人 

ロ
に
関
す
る
説
明
の
部
分
か
ら
で
ぁ
る
。
.'
-こ
こ
で
は
5
項
に
速
べ
ら
れ
た「

収 

獲
逦
減
法
則」

に
関
連
し
て
、
ま
ず
マ
ル
サ
ス
人
口
論
の
德
略
が
説
明
さ
れ
、
 

つ
づ
い
て
欧
米
の
入
口
事
情
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
':

人
口
と
経
済
と
の
.関
係
は「

人
口
理
論」

お
ょ
び「

人
口
統
i l
*」

の
専
M
講 

_
で
評
論
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
.
テ
'ク
：ス
ト
に
あ
る「

純
再
生
産
率」

の
概
念 

や「

人
ロ
予
測」

の
理
論
的
时
題
に
関
1>
'て
は
後
に
学
ば
れ
る
で
ぁ
ろ
ぅ
か
ら
、
：
'

第 一 * 表 我 が 国 人 口 総 数

経済企五年国勢調査報告第八巻に

:字 .パ ■
一年、ニ十年、十九年は満年令に換尊 

旧外雄人以外の外国人を除く

注 (1) 昭和二十 

画庁の数
(2) 昭和ニ +
(3 )*全人ロ、

本
邦
経
済
資
料
解
説
㈠

.
こ
こ
で
は
常
識
的
な
数
字
を
列
挙
し
て
我
が
国
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
具
体 

:的
に
理
解
す
る
た
：す
け
と
な
.る
よ
う
に
^
み
よ
う
.

(
以
下
す
ベ
て
の
項
に
つ
い

:
;'

ま
ず
過
去
：に
お
け
ざ
我
が
国
人
口
の
絶
対
数
の
推
移
を
み
る
と
第
一
-表
お
よ 

'.
■

び
第
で
因
の
ご̂

^

な
石
。.
.

I

九
0

0

年

(

明
治
三
三
年)
に
お
け
る
総
人
口 

は
約
四
四
〇0

万
.
で
あ
，っ
た
か
ら
、
そ
れ
以
後
五
五
邻
を
経
だ
昭
和
三
〇
年

ま

. 

.

で
に
約H

.

倍
に
増
加
し
た
：わ
け
で
あ
る
。

.

今
後
の
人
口
が
：ど
う
な
る
か
は
人
口
学
的
に
.妥
当
と
お
も
わ
れ
る
種
々
の
仮 

定
に
立
っ
た
推
計
に
よ
っ
て
予
測
す
る
ほ
か
な
い
が
、
人
口
問
題
研
绝
所
の
推 

計
は
次
の
第
二
表
の
ごと
ベ
で
あ

り

、

こ
れ
に
よ
る
と
我
が
国
人
口
は
昭
和
六 

五

年

(

，一‘
.九
九
0

年)

ま
で
增
撕
を
つ
づ
け
て
一
億
七
〇
〇
万
に
達
し
、
そ
れ 

を
頂
点
と
し
て
以
後
は
減
少
に
転
じ
て
昭
和
九
〇
年
<

ニ
〇
一.
五
年)

に
は
九 

六
〇
〇
万
と
な
る
。

：

我
が
国
の
人
口
に
つ
い
て
は
っ
き
々
し
た
印
象
を
か
た
ち
づ
く
る
に
は
総
数 

が
い
く
ら
か
を
机
る
だ
け
で
は
不
淹
分
で
、
こ
れ
は
マ
ル
サ
ス
の
所
論
を
み
て•

:

も
明
ら
か
.で
あ
る
。
土
地
収
權
遍
減
法
則
は
耕
地
面
積
の一

定
で
あ
る
こ
.と
が 

.前
提
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
と
人
口
と
の
関
係
を
古
典
的
に
示
す
も
の 

:

と
し
て
人
口
密
度
を
み
た
も
の
が
第
二
図
で
あ
る
。
.こ
れ
は
農
耕
不
能
の
国
土 

.を
も
含
め
て
算
出
さ
れ
て
“
る
か
ら
.、
.我
が
国
の
ご
と
く
11
1
%
の
多
い
ば
あ
い 

は
密
度
が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
.-
>1色
な
る
が
、
し
か
も
な
お
各
国
に
比
し 

.
て
著
し
く
不
利
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。.我
が
国
と
同
程
度
も
し
く
は
そ
れ
以 

:
上
の
密
度
を
も
つ
の
'は
ィ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

:

六
九
ハ
五
r
5



第 二 表 将 来 人 口 推 定

• 注:人口問題研究所推計 .
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第 c r 表
i 人 1 日
当 り
カロリー

2165
1685

1952~53

2910

1990
1947〜 48

2595
2905

国

合

才 '

名

ン ス

衆 . 国

ィ ス 

トラリヤ

ニュージ— フンド 

， エ ー デ ン

英 国

ノ ルウ .

国連統計年鑑1955年版

年

次

総

■『■"丨 "丨■■ 1  r-TTTiiintmnrr

推 計 人 ロ  K お け る 人 ロ ：動 ' 態

樊

出 生 死 亡

数 

自然增加 出

•率 

生 | 死 亡 自然増加

名国

本 

ン ド

ラ ン ダ  

ル _ ギ 一  

.ル  マ

タ リ ヤ

独

注 1953〜 54
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い
.な
い
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幼
少
お
ょ
び
高
年
齢
人
口 

の
割
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が
大
き
い
日
本
な
ど
は
過
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の
国
名
を
み
て
も
A口
当
り
面
積
の
み
が
一
鼠 

の
生
活
水
準
を
決
定
す
る
の
で
な
い
こ
と
は
理 

解
さ
れ
る
。
マ
ル
サ
ス
に
ち
な
ん
で
各
国
の
食 

糧
事
情
を
一
人
一
.日
当
り
の
■力
口
リ

IM双
量 

で
比
較
し
て
み
る
と
第
三
表
の
ど
と
く
で
あ

当'

2795
3090
3075
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2980
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第 四 表■âancanMBaaKMCBCaMBBaBnBHBBi

国 名

i
[人口

1人当
り石炭 
生産高

1人当り
発電設備 
能 力

1人当りェ
ネ ル ギ — の

座禁坪消费 

(石炭換算)

日' 本
百万人 
88.0

m
0.49

キ ロ .ヮ . ッ ト 噸 .
0.97

合 衆 国 162.4 2.33 0.73 7.62
フ ラ ン ス ..... 48.0 1.65 0.37 2.49
西 ’ 独 49.5 2.61 0.27(1952) 3.03
イ タ リ ャ 47.7 0.02 0.24(1953) 0.91
英 本 ' 国 51.1 4.46 0.42 4.78
オースト ラリャ 9,0 2.23 0,38 3.67
チュ.” ，ジ-

: ラブ/ 2.0 0.41 0.44 2.62
オ ラ ノ ダ 10.6 1.14 0.81(1953) 2.07
ベ ル ギ 一 8.8 3.32 0.40( 〃_ > 3.68
ィ ン ド 377.0 0.10 0.01 0.11

均54年現在

连 資 料 ：国連統計年鑑1955年虛ょり算出.

味
が
あ
る
が
、
第
二
因
と
比
較
し
て
人
口
密
度
と
か
な
ら
ず
し
も
逆
行
し
：な
い 

こ
と
は
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
人
口
密
度
が
同
程
度
で
も
ィ
ン
ド 

人
の
ヵ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
日
本
ひ
フCれ
の
八
割
強
に
す
ぎ
ず
、
日
本
ょ
り
密
度 

の
高
い
オ
ラ
ン
ダ
で
は
三
割
以
上
も
上
廻
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
：ダ
の
場
合
は
植 

民
地
を
含
め
れ
ば
密
度
が
減
少
す
る
の.で
不
思
議
は
な
い
が
、.ス
ィ
ス
，
な
ど
可 

耕
面
積
を
考
慮
す
れ
ば
日
本
ょ
り
密
度
は
高
い
か
ら
？
や
は
り
面
積
の
み
で
は 

説
明
で
き
な
い
。

人
口
と
比
較
さ
る
べ
き
他
の
主
要
指
標
、
す
な
わ
ち
テ
ク
ス
ト
.：で「

産
業
革

本
邦
経
済
資
料
解
説
B

.命」

.と
呼
ぱ
れ
て
い
る
も
に
対
恣
す
る
の
が
第
四
表
で
あ
る
。
良
質
の
工
業
生 

産
物
を
低
い
コ
ス
ト
で
生
産
す
れ
ば
、
そ
れ
を
輸
出
し
て
食
糧
そ
の
他
を
輸
入 

す
る
こ
と
が
でき
る
.

か
ら
、
国
内
農
産
物
の
み
に
頼
ら
な
く
と
も
済
む
の
で
あ.
 

る
が
；、.
.
そ
れ
に

.は原
料
と
と
も
に
.そ
れ
を
加
，

H

処
理
す
る
.ため
.の
燃
料
、
動
力 

'、が
不
可
欠
で
あ
，る
。.我
が
国
で
は1

寸
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
り
、
気
温
が上
昇 

し
な
い

'で
雪
融
け
が
連
れ
.る
と
節
電
の
た
め
に
工
場
の
臨
時
休
業
を
行
わ
ね
ば 

な

•
ぃ
よ
ぅ
な
状
況
で
あ
ふ
。

：

表
を
み
る
と
日
本
に
お
け
る
入
口
一.人
当
り■ 

•

産
業
用
エ
ネ
■ル
ギ
ー
消
費
高
は
オ
ラ
ン
ダ
の
半
分
，
ベ.ル
ギ
ー
の
三
分
の1
以 

下
で
灰
る

.:
0逆
に
言
ぇ
ば
右
炭
埋
蔵
量
や
発
電
醫
'に
対
す
る
人
ロ
密
度
が
ネ 

.

.ラン
ダ
や
べ
ル
ギ
ー
の
ニ
倍
、1|蓓
に
達
し
て
い
る
の
：で
あ
る0 

,
.
テ
ク
ス
ト
ビ
は
西
欧
諸
国
の
人
ロ
減
退
に
対
す
る
危
货
の
念
が
示
さ
れ
て
い 

る
放
、
-少
な
く

.と

.も
近
い
将
来
の
我
が
国
に
関
し
て
.は
戦
争
を
予
想
し
且
つ
人 

海
戦
紙
用
の
要
員
を
獲
す
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
'か
な
り
事
情
を
與
に
.し
て 

ノ
い
る
点
に
注
意
せ
；ね
ば
な
ら
：な
い。

.

総
体
と
し
て
、
人
口
の
大
さ
で
ばf
有
数
な
我
が
国
も
、
農
地
、
森
林
、

.鉱
物
埋
蔵
量
な
ど
が
著
し
く
貧
弱
で
：あ
り
、，

「

豊
饒
裡
の
.貧
困」

と
い
ぅ
言
葉
を 

先
進
諸
国
な
み
.に
受
け
と
る
：こ
と
がで
き
な
い
こ
と
は
つ
ね
に
念
頭
に
：お
く
必_ 

..
'要
が
あ
る
。
-;
:'.
:
.

.さ
て

-'
人
口
は
一
方
で
：は.̂
！
！
 ̂
ロ
と
し
て
、
他
方
で
は
.生
産
人
口
と 

-
,して
存
在
す
る
。.人
口
が
多
げ
れ
ば
食
糧
そ.の
他
の
消
費
物
資
、
さ
ら
に
は
そ 

::
れ
ら
の
消
費
物
資
を
生
産
す.る
た
め
の
生
産
財
も
多
く
必
要
と
さ
れ
る
。

■

..
.

■七
.

1
(

五
一
.五)

：



第五表年齢樯成（見区分) の変化. c^)

. ，
総人口

t-

幼少年 
人 ロ  
0〜14

生産年齢
人 ロ
15 へ 64
.•:. : ’ ：ー：，..

解 齢
人 ‘ ロ
65 〜..

生産年齢人 
ロに対する 
幼少および. 
高年人口の 
割合

昭和10 100.0 36,9 "58,5 ； 4,6 ： 70.9
25 100.0 35.4 59.7 4.9 67.6
26 100,0 85.1 60.0 4；9 66.7
27 100.0 34.6 60.3 5.0 65.7
28 100.0 34.2 60.7 5,1 64.7
29 100.0 33.9 60.9 5.2 . 64,1

注総理府統計局推計 :

第 図

生産年齢人口に対する幼少.
および高年大口の割合 

(1954牟） 〔資料 3〕

，七
ニ 

(

五

―-六)

>.
,
人
口
に
対
す
る
幼 

西「

ド
ィ

>
:.
少
年
お
よ
び
高
年,  

\
!

ルH 

!

齢
人
口
の
割
合
が 

ハ

.ラ
ン
ス

低
く
、
我
が
国
の 

ァ
メ
リ
*合
S.
.
.
ば
あ

.い

.
は
未
だ
高 

ナ

“

ン
い
が
次
第
に
西
欧 

フ
ィ
Vッ
，
ピ
ン
：

型
に
近
づ
き
つ
つ

'
あ
，る
わ
け
で
あ 

.

る
。
西
欧
型
の
方
が
生
産
年
齢 

•人
口

に

対

す

.る
負
担
は
軽
い
こ 

.と
に
な
る
が
.、
じ
つ
は
高
年
齢 

人
ロ

.の
四
〇
％
程
度
は
働
く
意 

;志
と
能
力
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、

働
含
手
が
多
い
と
い
う
点
で
ほ 

，
さ
ら
に
.有
利
な
の
で
あ
る
.0
. 

{し
か
し
第
三
章
に
説
明
さ
れ. 

.
て

い

る

よ

う

な

経

済

漏

の

下 

で
は
、
働
く
能
力
が
あ
る
と
い 

.う
こ
と
と
実
際
バ
に
働
く
と
い
う 

.こ

.と
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら 

な
；-.> 。

働

力

が

ぁ

っ

.ても 

働
く
意
志
が
な
.い
、
あ
る
い
は

も
し
各
镡
の
生
産
が
人
間
の
労
働
：の
み
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
消

費

と
.. 

生
産
は
つ
ね
に
並
行
す
る
か
ら.、'人
口
の
多
寡
は
生
活
水
準
と
無
関
係
で
あ
び, 

夕
る
が
、
実
際
に
.は
労
働
と
他
の
生
産
要
素
す
な
わ
ち
原
材
料
や
資
本
設
備
と 

の
：結
合
に
よ
っ
て
生
産
が
実
現
さ
れ
る
こ>が
第
ニ
章
，<お
よ
び

6で
、
さ

ら
' 

に
第
三
萆
で
1

に
説
明
さ
れ
て
い
る。
f

-消
費
，は
.赤ん
坊
か
ら
老
人
ま
で
す
べ

V

の
人

.ロ
が
行
ち
か
、''
,生
産
枝
そ
ぅ
で
. 

は
な

-<
赤

ん

坊

な

ど

：は
参
加
：で

^.
な

い

:0
し
た
が

.;
-て
人
ロ
ー
入
当
り
の
生
産‘
 

高
、
：
ひ
い
•て
は
生
活
水
準
は
人
口
の
ぅ
ち
働
け
る
者
の
占
め
る
割
合
と
、
..そ

の

. 

.生
産
人
口
が
利
用
し
ぅ
る
天^

お̂
よ
び
資
本
量
と
：の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
：
:- 

.決
定
さ
れ
る
の
で
あ
石
。
ィ
：

:.

'ソ
广

：

こ
：の

煙
人̂
口
类
ざ
マ
ば
.に
い
っ
て
ー
'.五
歲

上̂
、- .

六
五
歲
以
下
の
年
.,
.
. 

齢
層
と

k
..
こ
：の
i
層
に
厲
す
る
も
の
を
生i
齢
人
口
と
す
れ
ば
、
.
生
産: '

年
■齢

人

ロ

と

幼

少

年

人

ロ

.お

よ

び

高

年

齢

人

.ロ
と

-b
割
合
が

'まず
と
.り
上
げ
ら 

れ
る
？ 

.

幼
少
年
人
ロ
の
割
合
は
昭
和
ー
.
0
年
に
三
六
‘
：.九
％
で
あ
'っ
た
が
、
.昭
和
.1--
.:  

五
年
に
は
三
五
'•
四

％

、

一
一
九
年
に
は
三
三

.
九
％
と
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。
逆

，

に
高
年
齢

人
！！

は
昭
和
 
一
o年
に
.西
、
，
六
％

で

あ

っ
た
の
が

1-V
五
：年

に

は

四.•
，

, 

九
％
、
ニ
九
年
に
は
五.：
ニ
％

と
ふ
く
ら
ん
，
で

.ゆ
く
傾
向
が
.：み
ら
れ
る
。.こ
れ
：
 

に
対
し
て
生
産
年
齢
人
口
：の
割
合
は
昭
和

 
一

0年
に
五
八
，
2£
%
で
あ

*?
た

め
■

が
、
：ニ
，五
年
に
は
.五
!̂

、
二
一
九
年
に
は
六
〇
，
九
％
と
、
わ
ず
か
な
が: 

ら
増
加
し
て
い
る
パ
第
五
表

)

。

テ
ク
ス
ト 
一一

六
頁
の
因
に
示
さ
れ
て
いjよ
5に
西
欧
諸
国
で
は
生
産
年
齢
：

第六表男女別にみた労働力人口の推移 

(単位万人） （資料労働力調査)

労働力人口 対前年差 労働力人口 
比 率 ( 幻

昭和23年 2,134：
男 • 

• • » 83.9
24 , 2 师 +  50 83.6
25 • 2,193 +  9 83.2
26 2,213 1- 20 . 8B.2
27 2,272 +  59 8B.3
28 2,348 +  76 . 8 4 . 6

' 29 2,357 +  9. 83.7
30 2,427 +  70 83.7

喟和23’年 1,350
: 女

47,4
24 1,461 +  111 50:9
25 1,428 - 38 49.3
26 1,448 +  25 -48.8
27 1,504 +  56 49.9
28 .1,622 +  118 53.1
29 1,658 +  36 63.3
30 1,753 +  95 54.9

働
い
て
収
入
を
得
る
必
要
を
感
じ
な
い
人
は
労
働
市
場
に
出
な
い
し
、
ま
た
働 

く
意
志
が
あ
，つ
て
も
そ
の
機
会
が
な
け
れ
ば
就
業
でき
な
い
か
ら
で
あ
る。
_

 

く
貧
志
が
あ
る
人
口
は
労
働
力
人
口
と呼
ば
れ
る
。

」

総
理
府
統
計
局
の労
働
力 

調
査
に
ょ
る
と
、

‘

昭
和
三
〇
年
の
一
年
間
平
均
で
、
.我
が
国
の
一
四
員
^
上
人 

ロ
は
六
〇
九
ニ
万
人
、
こ
め
ぅ
ち
六
八
，
丄
ハ
%

に
当
る
四
ー
八
〇
万
人
が
労
働 

力
人
口
，で
あ
る
。
.
労

働

力

人
口
の
割
合
は
戦
後
に
上
昇
し
、と
く
に
最
近
.に
著 

し
い
。

労
働
力
人
口
の
大
小
は
各
家
計
の
生
活
水
準
に
対
す
る̂!と
、
働
い
て
得 

る
こ
と

.

の
で
き
る
収
入
と
、
余
暇
を
利
用
す
る
こ
に
対
す
る
欲
望
と
の
バ

ラ

ゾ 

ス
に
よ
つ

て
き
ま

る

。

し

た

が

っ
て
..男
子
と
女
子
と
で
は
当
然
大
き
な
差
が
あ

.る
。
我
が
国
の
ば
あ
い
男
子
で
は.一
四
歲
以
上
人
ロ
の
八
〇
％
以
上
で
あ
る
の 

，に
対
し
て
、
女
子
で
：は
五
三
％
程
度
で
あ
る
。
西
欧
諸
国
の
女
子
で
は
三
〇
％ 

前
提
で
あ
る
•か
ら
、
我
が
国
の
女
子
の
方
が
よ
り
多
く
働
く
必
要
に
せ
ま
ら
れ 

て
い
る
わ
け
で
あ
^

、
こ
れ
は
男
女
合
計
に
つ
い'ても
同
様
で
、
我
が
国
の
労 

働
力
人
口
比
率
が
約
木
九
％
で
あ
る
の
に
対
し•て
、
，
米

国

四

〇

.％
、

英
国
四
六 

%
、
フ
ラ
ン
乂
五
ーL
と
な
っ
て
い
る
。
ヒ
れ
ら
の
点
は
さ
き
に
掲
げ
た
国 

土
資
源
と
人
口
と
の
対
比
に
収
獲
適
減
法
則
を
結
び
つ
け
て
考
察
す
る
材
料
と
' 

な
ろ 

5。

1

■■
■.

.

働
く
意
思
の
あ
る
人
口
が
い
ず
れ
の.産
業
で
働
く
亦
は
、
第
三.！

I

早
に
説
明
さ 

れ
て
い
る
よ
ぅ
な
需
要
^
^
の
糧
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る

。
，

ま
ず
農
林
業
と 

占

非

農

林

業

わ̂
け
て
観
察
す
る
V
第
七
表
の
ご
と
く
農
称
業
の 

は

.就
響
が
停
滞
気
味
で
.あ
る
の
に
対
し
て
、
非
農
鉢
業
就
證
の 

:
.伸
び
方
が
著
し
い
。

#
:' ■

農
林
、
水
産
業
を
第
一
次
産
業
、
鉱
業
お
よ
び
製
造
業
を
第
二

f

 
合 

)

本

-5
5
報 

は
割 

る

^

? 

-
7ン
ス
*4
6
年 

科

^

^
 
消 

ド 

< >
'5

0
0 

板

从

図

合̂ 

I
n
i
. 

--1-5
1
繼 

ロ 
ヵ 

ニ 

ロ 
割 

i
l
i
^

: 

: 

?

労 

人

働

：

人
の 

i

n

合 

3

50

力

労

害

の 
ロ

PJ
„

pl
iJ
Ko
 

t 

敗

る

穿

上

人 

v
^
i

b
m
b
^
^
 

> —

働 

労
め 

以
力 

ナ

ダ

別

労

注

'
.
.
て
 

:

.ぐ 

| 
ノ
注

本
邦
経
済
資
料
解
説
㈠
：

：
.
.
.
. 

-V

. 

: 

•

七
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五
一
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〔単 位 1*000人〕 (Thousands of persons)n ' — 薩■■■一----------•------- ----ニ- _■__ ■

年 月

人  ロ Population 労 働 力 人 口 Labor force
非労働力

総人口 職 以 上 総 数 就 券c 者 Employed 完 全  
失 業 者

Totally
unem­

ployed

人 口
Not in
labor
force

Period Total
14 Years 
old and 

over Total 総 数  
Tatol

農对業

ture &  
forestry

弗農林業
Other

industries

23(X9d8)--.
千八

79,600 53,900 34,840
千入

34,500
千人

16,370
千入 

18,220
..千人

240
ノ ト

19,060
24(1949)… 81,300 55,030 36,440 36,060 18,080 1!7,080 380 18,590
26(1950)-•• 82,900 55,430 36,160 35,720 17,410 18,310 440 19,270
26(1951)… 84,300 56,260 36,600 36,220 16,170 20,050 390 19,660
27(1郎2)… 85,600 57,440 37,750 37,290 16,370 20,920 470 19,690
28(1953)… 86,780 68,660 40,050 39,600 17,250 22,360 460 18,610
29(1954)… 88,000 59,920 40,780 40,140 16,860 23,290 590 19,140
30(1955)… 89,100 61,280 42 ュ 90 41,500 17,250 24,240 690 19,000

総理府統計局

七

四(

五
一
八)

次
産
業
、
そ 

の
他
金
融
、 

サ
ー
ビ
ス
、

商
業
等
を
第 

三
次
産
業
と 

す
れ
ば
、
こ 

れ
ら
*€
>
各
部 

F5
就
_

の 

全
就
®

に 

対
す
る
割
合 

は
昭
和
ニ
六 

年
に
、
第
一 

次
四
六
•
一
 

%
、
第
一
一
次

ニ
ニ 

•
六
％
、
 

第
.三
次
三

一
 
ニ
ニ
％ 
で 

あ
っ
た
の
が 

昭
和
三
〇
年 

に
は
そ
れ
ぞ 

れ
四
三
*
〇

%、
二
ニ

.

ぐ

1I
-

30

八
％
、
一一'一四
. 一
.％
.と
な
つ
て
？

次
産
業
♦か
ら
第
三
次
産
業
べ
と
比
重
が
移 

行
し
て
い
る
。

.人
口
の
生
産
.へ
の
参
加
を
み
る
と.き
、
産
業
別
配
分
と
と
も
に
就
業
形
態
が

重
要
で
あ
る
？

. 

. 

■

昭
和
三
〇
年
の
就
霧
を
従
業
上
の
地
位
別
に
み
る
と
、
自
営
業
主
ニ
五
.- 

九
％
、
家
族
従
馨
三
五
*三
％
、
雇
用
者
三
八
.八
％
と
な
？
で
い
る
が
、

...

こ
の
比
率
は
西
欧
諸
国
と
著
し
く
異
なつ
て

'い
る
。
そ
れ
ら
の
国
で
は
雇
用
者 

の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
米
国
が
約
八
〇
％
、
英
国
が
九

 
一
%
、
フ
ラ
ン
ス
が 

六
五
％
、•西
独

が

：七
ニ

 
％

と

なつ
て

お

り

、

こ
れ
ら
と
比
較
し
'て
我
が
国
に
お 

け
る
雇
用
者
の
割
合
は
異
常
に
低
い
。
こ
れ
は
家
族
労
働
を
中
心
と
す
る
零
細 

経
営
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
じ
、

M
ixed

2 Capitalistic 

Enterprise System
.

で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
か
な
り
程
度
を
異
に
し 

て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い。
.
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本
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資
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轉
第
三
章<

に
説
明
さ
れ
て
い
るf
の
調
節
機
能
は
き
わ
め
て
複
雑
な 

_
を
通
し
て
作
用
す
る
も.の
で
あ
り
、®

の
資
料
か
ら
た
だ
ち
に
見
出
し
う 

る
，よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、.こ
れ
も
詳
細
は
専

S ：
講
義
に
ま
た
ね
ばな
、ら
な
い 

が
、
®
や̂
注
産
数
量
の
琪
実
の.動
き
を
知
.る
た
め
に
第
四
因
を

4

げ
て
お
く
。 

こ

.れ
か
ら

€
の

_£
1/.下
レ
生
囊
量
の
.増
減
と
を
比
較
対
照
し
て
、
ど
の
程
度 

..
ま

..
で
関
係
づ
'け
ら

.れ
る
も
の
か
試
.みる
の
も
よ
い
；で
あ
ろ
う
，
-°

'.

生
産
指
紙
の
う
ご
き
を
戦
前
と'比
較
す
る
と
機
械
、■金
属
、へ
化
学
等
，の
重
工
.. 

業

.の
伸
び
が
著
し
く
.、.昨
年
卞
半
期
に
は
昭
和
ニ
七
年
の
三
、
四
倍
と
な
ら
て 

い
る
。
.こ
れ
に
対
し
て
金
属
招
よ
び
機
械
の®
は
.ニ
割
程
度
騰
貴
し
て
い
る 

、亦
、
化
学
製
品
：の'価
格
は
む
し
ろ
下
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は

〗

磐
に
比 

し

.て
後
者
に
お
け
る
労
働
生
産
性
，の
上
昇
が
大
き
く
、
コ
ス
ト
の
引
〒
げ
が
可 

能
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
生
産
の
伸
び
を
米
国
と
比
較
す
る
と
、 

後
者
で
は
化
学
が
四
倍
強

C

一'九
三
五
丨
五
三)

、
機
械
が
五
倍
、
繊
'維
が
一
割

:五
塞
と
な
っ
て
い
る
0:

■. 

, 

• 

.

.

.

.

. 

..

.
H
:テ

ク

’ス
ト
に
.説
明
さ
れ
.てい
る
よ
5.に
、.
生
産
要
素
と
し
て
の
労
働
の 

す
な
，わ

ち

給
与

、

貴
金
：も

重

要

-̂
意

味

を

も

つ

。
'
賃
金
水
準
は
労
働
の 

I#

関
係
で
決
ま
る
が
、
ま
た
逆
に
霓
金
水
準
と
資
本
材
^
^
と
の
相
対
的
な 

関
係

.から
、
':
.コ
ス
ト
を
媒
介
と
し
て
生
産
方
式
が
決
ま
る
。
.も
し
労
働
人
口
が 

全
く
均
質
的
せ
%り
、
、ま
た
移
動
が
自
由
に
行
わ
れ
う
る
な
ら
ば

1

律
の

f
 

が
成
立
し
そ
う
汝
1る
が
、
実
際
に
は
産
業
別
、
職
種
別
、
年

醫

別

、
学
歴

別
さ
ら
に
企
業
規
模
別
に
大
き
な
差
が
存
在
す
る。
.

.
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:
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資料穷働省⑴経済企画斤  Sources: Ministry o f LaboT and C l)E . P. B.
備考：1 .規模30人以上の事業所。も昭和30年卜月より調査方法の改:i i会みたので、そ 

れ以前との比較には注意を窭する。3.,30年平均の計敎は、新調査の5 月分を採 

用してある。も実質賃金指敏は職員等も含む労働者の現金狯与緣額から所得税 

等を控除し、C* P. I . (金都市）で除して算出レた。 ；

第 九 表 分 配 国 民 所 得 の 推 移

注 A 印は支払超過。経済企画庁調

. . ■  ■ 

■
_ 和2卿 昭和30年

30年の 
対前年 
比

頤和29年昭和30年
30年の
対前年 
i t

罈 額

10傲円 
6. 062.8

10億円
6 6745

%
108.4 個人利子所得 

法 人 所 得

10僚円
138.4
688.2

聰円
175.8
668,2

Y*
127.0
106.6

勤 労 所 得 2 930,8 3 139.0 107.1 官公事業剰余 5B.1 52.9 99.6
個人業主所得 2 482.4 2 660.4 109.4 海外からの

純 所 得
A  24.5A 26.7 •

個人賃貸料所得 72.9 80.8 1X0.8 (控除)政府と消 
費者の負債利子

73.5
1

75.9 10B.8

、 （単位円） 第 八 表  （In Yen)

月平均 全産業
製 造..藥 Manufacturing-

；. . . . . . . . . . 鉱 業
卸 売  
及 び

金融業 

及び 

保険業

Fina­
nce

運輸通 
信公益

実質貴 
金指数 
( 1 ) (製 
造業）

Real
wage
index

m 26 (19 
51)=100

Monthly
average

All
indus'
tries

平 均

Av&-
rage

命 屈  

Metal

機 械

Machi
-nery

化 学

Chemi­
cal

紡 織

Textile
Wining

小売業

Whole-
sale
and

retail

事 業  
Trans 
porta- 
tion 

public 
utilities

i

22(1947)- 1,740 1,580 1,934 1,795 1,804 .964 2,182 2,099 1,901 ……

23(1948)-.- 4,770 4,379 5,598 4,888 5,201 2,732 5,911 5,169 5,743 …… .....
24(1_". 8,019 7,5i6 9,778 8,267 8,831 4,649 8,462 9,315 11,240 .... '•
如(1950)"，9,687 9,133 12,054 9,879 10,786 5,855 9,787 11,326 14,201 10,755 92.8
26(1951)- 12,200 11,708 16,072 12,971 13,540 7,622 12,503 14,892 16,675 12,296 100.0
27(1952)… 14,434 13,516 17,321 16,707 15,445 8,589 15,188 15,954 19,351 14,912 1170
28(1953)- 16,741 15,322 19,634 17,811 17,564 9,616 17,165 17,689 22,687 18,的 2 127.3
29(1954)-• •17,898 16,308 20,399 18,331 19,048 10,088 17,558 18,615 24,205 20,161 128.5
30(1955)-- 18.624 16,717 21,286 18,877 19,932 10,365 18,488 17,963 25,133 21,812 133.9
811 Jan 17,414 15,914 20,6i0 17,803 19,899 9,773 17,753 16,803 20:712 20,202 130.4

2 Feb 16,791 16,598 19,869 18,012 17,286 9,898 17,120 15,349 19,624 19,223 127.1
3 Mar 17,943 15,478 19,871 X7,897 17,053 9,666 16,650 16,059 32,055 21,802 125.1
4 Apr 17,489 15,925 20,410 18,313 17,919 9,903 18,693 17,014 23,072 19,718 127.6
5 May 17,117 15,623 20,393 18,127 17,972 9,438 18,243 16,149 21,628 19,627 126.5
6 Jun 2B ,m 20,435 25,920 22,186 25,216 12,862 21,062 20,820 33；187 29,928 163.9
7 Jul 22,81*? 22,2X4 30,717 26,785 26,56c 11,840 22,263 21,642 26,016 24,077 173.3
8 Aug 18,376 16,647 20,887 18,861 19,275 10,484 21,961 17,002 20,873 21,325 r 133.4
9 Sep 18,029 16,055 20,703 18,891 17,767 9,849 18,201 16,11*7 31,635 20,357 129.2

本
邦
経
済
資
料
解
説
㈠

七
七
：

〈

五
：ニ
ー>

第 五 図

250

200

150

100

. 篇  w

jj.x u 1.u u j . LLU lhU LL

CERAMICS

. L u i ih u a .1.1 U l l l t lU

，‘ 广 皮革 
RUBBER & LEATHER 
■ujm.Liu.tLii I ii i i.i m f 111 lllLjxl!

lS0「 — ,“ - n  ..

P̂RINTING

f if ll itx u L m  i i h i i u l i n n l i m i l n i n h n i i l i i m
28 (1953) 29(1954) 30(1955) .31 (1956)

卸 売 物 価 指 数 w h o le s a le  p rio es

140

130

120

110

100

90

80

70

' , . > 

. . . . . . . .  ■ ....
z 食用農產物丨 

/^ED IBLE FARM PRODUCTS

バ  w /**

棕合 
ALL ITEMS

■ ノ 

ノ : ^

- - •へ '  /
. ； . . .  
....*

ん .....

极 躲 ハ
金 揭 及 機 械 TEXTILE 

METALS &  MACHINERY

丄lul I i i i i i  In in In hi i i i l i  I.i m i

' . . 雄 %  H 料 
t BUILDING m a te ria ls

ぃ

其他食料 w
vinc.r\ ruuu '

c r ^  f

>«ur r ご

f V ' * ^  ■

し 燃 料 /
fu e ls /  

飞•、一 ノ へ
へ

-— — 一 ..... 

、ヘン ---

へ 、、
1 、 MiSC

、‘ -一

雜 品
ELLANEOUS y

一 二 ? 一パ*

, ^一-、̂ 一 ..

■ , .1. _ .
f t 举'製品 

CHEMICAL GOOD! ; ■

K i l l

第

29(1954) 

六 図

30 (1955) 31(1956)

130

120

110

100

90

80

70

140

業 種 別 生 産 指 熟 （製造業）

INDICES OF MANUFACTURES BY INDUSTRIES

也数I N D E X 昭相9 -11年= 100 
350P------ ------------- —'

300

250

200

150

100

J & Y  . /

m 」 4 レ

趣

/

Jr ^

: . .

T

i i u d t m i

... ' 

.LUuillLU llUlltiiJlL JUULlluiLL

.七
六

:

〈

五
-ニ
〇)

.'



階 層
戸 数 ': 所 得

層
戸 数 所 . 得

構成比 M 積 構成比 累:積
階

構成比 m ： m 構成比 m 橫

万ra
8.0以下 5.818 5.82 1.708 1.71 100.0 4.022 99.26 12.202 93.70

12.0 〃 14.360 20.18 6.742 84.50 2000 " 0,572 99.83 3.433 97.13
20.0 " 40.787 60.97 28.915 37.37 500.0 it 0.142 99,98 1.889 98.97
30.0 " 23.609 84.47 25.786 63.15 500.0 超 0.021 100,00 1.027 100.00
60.0 " 10.765 95.24 18.344 81,50

(昭 和 26年 = 1 0 0 ) . 第- 1 表消費者物価彳•+»数 （,束足） (1951=100)

年 月  

Period

m 合
All

items

食 料 Pcod
被 :服

Clothing-

光 熱
Fuel and

住 居
Hou­

sing

雑 . 費
Miscel­
laneous

線''..合 
(金都市)
All items 
(28 cities)

食 料
Total food

Cereals
ana

potatoes

非 主 食
Other
food

22(1947)… 42.7 51.9 53.9 60.7 46.9 29.5 38.7 21.6 88.2
23(1948)” . : :74.0 82.2 93 A 75.4 82.8 58.9 649 53.5 69.9
24(1919)- 93.0 97.3 92.0 100.6 109.9 78.1 80.8 78.4 92.2
25(1950).- 86.1 86.1 87.3 84.9 8B;1 88.4 82,7 83.3 85.9
? 6 _ … 100.0 100,0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
2 7 (i_ .“ 104.2 102.0 107.0 99.3 85.7 119.8 107-2 卿 ，7: 105.0
28(麟 … 112.0 109.3 121.0 103.2 84.6 啡 116.7 7129.4 111.9
29(1954)- 118.1 117.2 129.1 110.9 84,7 135.8 123.9 135.3 119.1
3 0 _ … 116.4 113.0 124.6 106.8 81.7 137.9 129.1 138.3 117.8

第 十 ； 表 ( 昭 和 26年度〉 ， ，

(単位P3) 第 十 表 都 市 家 計 支 出 （全都市) ■ ：■ (1̂  Yen)
....

世 帯  
人 員

( l l (2)
飲 食 費  
比 率

⑶

年 月 総 額 飲食費 被 i很費 光 熱 費 住居費 雑 潰 消費水準
Living： 

expendi­
ture level 
昭26(1951〉 
-100 

丨-.....

Monthly
average

Persons
per

family
Total Food Clothing Fuel and 

Ifeht
Housing ^Miscel­

laneous
Percent

for
food

22(1947)*- 4,685 3,096 492 2X4 200 368 66.1 • a «

28(19i8)- 4,81 8,780 5,302 993 292 368 2,725 60.4 87.4
24(19助… 4.74 11,884 7,138 1,288 498 647 1,413 60.1 91.8
25(1950)- 4.79 12,003 6,880；1,473 596 547 2,507 57.3 97.9.
26(1951).” 4.80 14,410 7,822 1,954 m 672 3,208 54.2 100.0
27(1962)-• • 4.89 17,862 9,134 2,579 982 890 4,277 51.0 115.4
28(1953)-• • 4.92 21,381 10,374 2,838 1,167 1,165 5,837 48,6 131,5
29(M )-- 4.91 22,678 10,995 2,695 1,200 1,224 6,664 48.5 131.6
30(1955)-•• 4.84 23,211 10,891 2,717 1,216 1,831 7,056 46.9 138.1
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金

，座
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
昭
和
ニ
六
年
か
ら
三
.0

年

ま

で

に

三

判
-&
上

上

昇
 

し
て
い
る
がV
.

金
額
は
各
産
業
に
よ.
？
て
：そ
れ
ぞ
れ
異
な
る.o 

:

.

、雇
用
の
伸
ぴ
の
著
し
い
金
融
業
に
ぉ
い
て
給
与
水
準
が
高-1
'の
は
偶
然
で
は 

な
い
で
あ
ろ
う
。

■

賃
金
給
与
は
生
産
の
面
で
コ
スK

の
重
要
か一

要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、
消 

費
の
面
で
は
！
^

得
と
し
て
各
家
計
に
と
つ.
て
生
活
を
維
持
す
る
重.要
な
源
泉
で. 

ぁ
る
。

.：

'一
.
一
 

.

:
:

.

.

.

.

.

. 

•.

.

第
四
章
で
は
こ
の
面
か
ら
み
た
所
得
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

：

テ
ク
ス
ト
五
六
頁 

に
は
米
国
に
お
け
る
所
得
分
布
が
示
さ
れ
て
：い
る
か
ら
、
ま
ず
こ
れ
に
対
芯
す 

る
我
が
国
の1 

辑
分

布

を

み

よ

う

。
所
得
分
布
を
精
確
に
捉
え
る
：に

.
は
、

1

 

庁
統
計
年
報
の
第
一
一
一
植
所
得
税
に
関
す
る
資
料
そ
の
他
厚
生
省
や
労
働
者
の
：資 

料

を〗

栝
し
て
整
理
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
：が
.'

こ
こ
で
は
統
計
局.の
家
計
調
査
資
料： 

に

よ
つ
て
そ
の
概
型
を
み
よ
う
0
一'
ロ
に
我
が
国
の
所
得
分
祐と
い
つ
て
も
時 

期
に
よ
つ
て
一
様
で
は
な
い
0

-

い
ま
昭
和
一
一
六
年
と
三
〇
年
と
に
づ
い
.て
み
る 

と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

.

.

率
の 

9
8
2
3
4 

7 

8 

4 

9 

3 

9 

6
4 

5 

0 

.9 

6 

5 

4
3
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0̂
.
:1
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4
4.
r-j9.
.6.
5.
3.
.2.
2.
1.
1.
. 

.
0.
.0.
0.
0.
0.
.1.
.
.'級.
.;'

.

西
(3
1

■:
'

.

.:

階

■■

.f 

.
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の
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そ

：：ぶ
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^
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 ̂

^

 

.

J
J

.次

.
fl
2
v
.
.
27
28
29
.30

一
 

f 

_

.

现
A

額
：

注

両
年
を
比
較
す
る
と
、
所
得
の
：上
昇
に
伴
っ
て
分
葙
の
幅
が
著
し
く
な
っ
た

こ
；と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
ロ

「

レ
ン
ツ
—

を
描
い
て
み
る
と
よ

、

'
0 

.

. 

•

:月
平

::
%所
得
水
準
で
み
る
.と
昭
和
ニ
六
年
か
ら
五
年
間
に
八
割
ち
か
く
.上
昇

し
一
.て
い
ふ

。..
.
, 

■

-

い

-•. 

•一
.

得

77
59
38
0 

6
し
：か

し

昭

和

三

〇
年

で

も

月

額

.
一
ニ
〇

〇

〇

円 

.

|
§
52
7
’92
，

4,
0I

7,
0
以
下
の
勤
労
者
世
帯
は
全
体
の

一

割
強
を
占
め
て 

^

1 

■
い
る
。
世
帯
人
員
は
お
お
か
た
約
四
人
で
あ
る
か 

ら
、
，地
方
か
ら
東
京
に
出
て
大
学
に
通
う
人
が
費 

う

月

額

よ

り

少

な

，い
ほ
ど
の
金

額

で
一

家

四
人

が 

:

生
活
.を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
世
帯
が
無
視
し
え
な
い
ほ
ど
荏
在
す
る
わ 

:け
で
あ
る
。'.
.'
.
,
':
'
,

■
.

. \  

:
 

_ま
た
収
ス
.より
支
出
の
.方
が
多
い
、
つ
ま.り
赤
字
家
計
は
ー
，
六

0〇
〇
円
以 

下
の
階
級
ま
で
存
在
す
る
が
ら
、
金
体
の
：

f

一.割
上̂
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